
左へは 70％

indd 貼り付けは 29％



文化財
まちあるき

マップ

巡拝塔巡
じゅんぱい

巡拝塔とは、巡礼者が旅の安全を祈願して建立

した塔のことです。巡礼の達成を記念して建立

されることもあります。沼津市では、江戸時代

から『駿河伊豆両国横道』などの観音霊場巡り

が盛んでした。

甲子塔甲 甲子の日の夜、人々が集まって大黒天を祀り、

夜遅くまで雑談をする行事を「甲子待」といい

ます。甲子講の人々は、「甲子塔」「子待塔」

「大黒天」の文字を刻んだ石塔を建てました。

きのえね
こうし

石仏・石神

庚申塔

せきぶつ

こうしん

せきぞうぶつ

石造物

仏様が彫られた石造物の総称。

地蔵様や賽の神、様々な種類があります。

庚申の日の夜、寝ている人から三尺（さんし）

の虫が抜け出し、天帝にその人の罪を告げると

されます。三尺が抜け出ないよう一夜を眠らず

過ごす「庚申講」を行う人々が建てた石造物です。

上記以外の石碑・記念碑・供養塔など

せきじん

馬頭観音塔
ばとうかんのん 馬頭観音は頭上に馬を乗せた観音様。

庶民の間で馬の健康や死んだ馬の冥福を祈るた

め江戸時代に多く建てられました。


